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１ 計画の趣旨  

 

（１）実施計画策定の目的 

この実施計画は，「笠間市総合計画」の基本構想（H19～H28）で示された市の将来像『住み

よいまち 訪れてよいまち 笠間 ～みんなで創る“文化交流都市”～』の実現に向けて，後期

基本計画（H24～H28）に定めた施策を効果的・効率的に実施するため，具体的な事務事業を明

らかにするとともに，毎年度の事業執行や予算配分の指針として策定するものです。 

 

 

基本計画の施策を推進するための事業計画 

となるもので,具体的な事務事業を明らか 

にしたものです。 

 

基本構想に定める「施策の大綱」に即し， 

より具体的な施策の内容を示すものです。 

目指すべき将来像を実現するための「施策 

の大綱」により、政策を定めるもので，市 

民と行政のまちづくりの基本的な指針と 

なるものです。 

基本計画 

基本構想 

○笠間市総合計画は，「基本構想」「基本計画」「実施計画」の三層で構成しています 

実施計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）実施計画の期間 

実施計画の期間は，平成２４年度から平成２６年度の３年間とします。 

社会情勢の変化への柔軟な対応や財政状況を考慮するため，１年を経過するごとに修正を

加える，ローリング方式により毎年見直しを行います。 

 

（３）実施計画の進行管理 

実施計画の推進に当たっては，行政評価制度（事務事業評価）を活用した進行管理に努めま

す。とくに，重要事務事業については，毎年度，その進捗状況を的確に把握し，計画の適切な

評価や進行管理に努めます。  

 

（４）実施計画の対象事業 

実施計画の対象事業は，基本計画の施策の目標を達成する上で必要な事業で，平成２４年度

から平成２６年度の３年間において実施が見込まれる「建設的事業」，「政策的事務事業」，「特

に推進すべき事務事業」，「新規事業」とします。 
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 （５）実施計画策定の視点 

実施計画の上位計画である後期基本計画では，大きく変化する社会経済情勢に柔軟に対応し

ていくため，基本構想に定めた政策分野を横断して共有する重点化を図る視点を掲げ，目指す

べき将来像実現に向けて，市民と行政の協働により取り組んでいくこととしています。 

したがいまして，実施計画の策定に当たっては，後期基本計画におけるまちづくりの方向性

に基づき実施します。 

 

 

市民の健康は，すべての基礎となるものであります。人の健康は，様々な要因が複雑に絡みあって

影響しており，身体的・精神的・社会的健康水準を高めるためには，都市のいろいろな条件を整える

必要があるという共通認識のもとで，様々な活動領域の方々が関わる運動を展開し，「健康都市かさ

ま」の実現を目指します。 

健 康 都 市 づくり 
 

 

 

 

 

 

 

安全社会は，市民生活の基盤となるものであり，復旧・復興と改善に向け，迅速（初期）かつ継続

的（中長期的）な取り組みが求められております。市民の生命と財産を守るため，東日本大震災を教

訓とし，災害対応力の向上を図るとともに「災害に強いまち」の実現を目指します。 

防 災 力 向 上  

 

 

 

 

 

  

 

地域社会においては，環境保護，高齢者・障害者の介護・福祉から，子育て支援，まちづくり，観

光等に至るまで，多種多様な社会課題が顕在化しつつあります。これらの課題を解決するため，｢新

しい公共｣の考え方を踏まえ，さまざまな分野にわたり総合的かつ先端性を意識した施策を展開し，

定住化につながるよう笠間市の個性溢れる魅力を高め｢住みよいまち」の実現を目指します。 

地 域 活 性 化 
 

 

 

 

 

 

２ 実施計画策定の経過  

 実施計画の策定にあたっては，庁内各部署から提出された事業計画について各事業のヒア

リングを実施し，総合的観点により検討しました。今回は全体で２２６の事業について事業

評価を行いました。 

評価結果は，Ａ ２９事業，Ｂ １０２事業，Ｃ ７３事業，Ｄ ２２事業となりました。

この結果が事業の優先度となり，予算編成や事業実施における指針となります。 

事業評価Ａ，Ｂの事業については，14 ページからの“実施計画の主な事業（部門別計画）”

に掲載しています。 

 

事業評価 Ａ：事業化又は事業の継続を重点的に図るもの 

     Ｂ：事業化又は事業の継続に向けて努力すべきもの 

     Ｃ：財政状況等を踏まえて事業化又は事業の継続を検討すべきもの 

     Ｄ：再検討を要するもの 
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３ 主な施策の推進方針  

（１）広域交流基盤を生かした新時代のまちづくり  【土地利用・都市基盤】 

 

○「笠間稲荷門前通りまちづくり推進事業」については，笠間市の観光の核である笠間稲荷

神社を中心とした笠間稲荷門前通りについて，永続的な観光拠点としての市街地形成を図

るため，地区の特性を活かし景観に配慮した道路整備等を推進します。 

 

○「岩間駅東土地区画整理事業」については，岩間地区の新たな玄関口として，効率的な土

地利用，利便性や居住環境の向上のため，良好で魅力ある市街地整備を推進します。 

 

○ 都市の一体性を高める「幹線道路の整備事業」については，「合併支援事業」の都市計画

道路上町大沢線，南友部平町線，来栖本戸線の整備を優先的に進め，３つの市街地や主要

な施設を連絡し，地域の活力を支える都市交通のネットワーク化に努めます。 

 

 

目標（現況）値 
指  標  名 

現  況 平成２６年度 

幹線道路の整備率 ７５．０％ ７５．５％ 

 

 

 

（２）多彩な交流で飛躍する活力ある産業のまちづくり  【産 業】 

 

○ 観光の一層の振興に向けて，多彩な観光資源や歴史的・文化的資源の活用，ネットワー

ク化を推進するとともに，つつじまつりや陶炎祭，菊まつり，匠のまつりなど，年間を通

じたさまざまなイベントの充実を図ります。また，笠間観光協会をはじめ観光関係団体と

連携して笠間らしさを体験したり交流できる「笠間周遊プラン」などの観光メニューを提

供し，四季の魅力を発信して『通年型観光』を推進します。 

 

○ 笠間住民と笠間市外で暮らしている方々との心温まる“ふるさと交流の場づくり”を目

指す「笠間ファン倶楽部事業」については，笠間の自然・歴史・産業を体験できる体験事

業や，笠間の名物ＰＲ及び「笠間ファン倶楽部通信」等の情報発信を拡充します。 

 

○ 「恋人の聖地関連事業」ついては，「恋人の聖地」に選定された観光施設の誘導サインや

周辺の整備等を行い、来訪者の回避性と滞留時間を高め地域経済の活性化を図ります。 
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○ 「県営ほ場整備事業」・「県営畑地帯総合整備事業」については，農業生産の基盤整備を

推進し，農地の高度利用と農業用水の安定確保による農産物の生産性の向上を図ります。 

 

○ 「担い手対策強化促進事業」については，集落営農の組織化を推進するとともに，認定農

業者の勉強会，相談会，視察研修や，新規就農者の長期研修助成により，既存集落営農組

織や認定農業者，新規就農者の育成強化を図ります。 

 

○ 「主要農産物生産振興支援事業｣については，主要農産物である「花き」「栗」「梅」の生

産の拡大，品質向上，ブランド化を目的に，「小菊」の新規栽培者確保に向けた生産組織

の取り組みに対する支援措置や，「栗」の改植に対する助成事業などを実施し，産地とし

ての生産体制を強化します。 

 

○ 「地場産業農産物ＰＲ事業」については，「かさまの粋」による消費者に認められるブラ

ンド戦略を推進します。 

 

○ 「グリーンツーリズム推進事業」については，笠間市の資源を生かしたグリーンツーリズ

ムを推進するために，都市住民や二地域居住者を対象に，各種農業体験や都市農村交流事

業を実施することにより地域の活性化を図ります。 

 

○「耕作放棄地再生支援事業」については，食料の安定供給と自給率の向上のため，優良農

地の確保と耕作放棄地の解消を図ります。 

 

○ 「市街地活性化推進事業」については，商工会や商店会及び関連団体と連携し，市内３地

区の市街地活性化事業の実施により活性化を図ります。特に笠間稲荷門前通りについては，

道路等の整備計画にあわせた商店街の景観整備により，にぎわいの創造を図ります。 

 

○ 「企業誘致・支援事業」については，広域交流の拠点となる「茨城中央工業団地（笠間地

区）」の整備を促進するとともに，既存工業団地等への優良企業の誘致や，既存企業に対

する支援活動を積極的に推進します。 

 

○ 「中小企業者への震災関連支援事業」については、東日本大震災により被災を受けた中小

企業者を対象に，既設の市金融制度を活用したものに保証料及び利子を全額補助し震災関

連の支援を図ります。 

 

 

目標（現況）値 
指  標  名 

現  況 平成２６年度 

笠間ファン倶楽部会員数 1,560 人 1,700 人 

農産物のブランド化数 １０品目 １６品目 
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（３）共に支えあい、健やかに暮らせるまちづくり  【健康・福祉】 

 

○ 「次世代育成支援対策事業」については，地域での子育てを支援するファミリーサポート事業に

より，育児援助者と援助希望者との相互協力体制を強化し，地域で安心して子供を産み育てられ

る環境づくりを推進します。 

 

○ 「児童館管理運営事業」については，子育て中の親の孤独感・不安感を解消するため，地

域における子育て親子の交流等を促進する子育て支援を開設します。 

 

○ 「出会い創出支援事業」については，「晩婚化」や「未婚化」の状況の中，これから親と

なる若者へ出会いの場をつくる事業に対しての助成や，結婚相談・仲介を行っている「い

ばらき出会いサポートセンター」への入会に対しての助成を行うなど，結婚支援事業を積

極的に展開することにより，少子化対策を推進します。 

 

○ 「特定不妊治療費助成事業」については，不妊治療を受けている方に対する支援により，

経済的，精神的負担の軽減を図ります。 

 

○ 「地域の健康づくり事業」については，市民が生涯にわたり，健康で元気に安心して暮ら

せる地域社会の実現をするため策定した「笠間市健康づくり計画」に基づき，市民総ぐる

みで自らが取り組む健康づくり運動を構築します。また，生活習慣病の予防や改善を重点

的に進めることにより壮年期死亡の減少と健康寿命の延伸を図ることを目的に，健康診査

や各種がん検診，健康教育等の充実を図ります。 

   また，健康都市講座の開催や健康体操教室の継続，食生活改善事業の推進，さらには，

それらの取り組みをすべての市民に浸透するため，ヘルスリーダーや地域活動団体などが

地域における健康づくりへの意識づけを行うことにより，市民が身近な健康習慣づくりに

取り組めるような環境づくりを進めます。 

 

○ 「かさま健康ダイヤル２４事業」については，２４時間年中無休体制で無料電話相談を行

い，健康，医療，子育て，介護等の不安の解消に努めます。 

 

○ 「第２次笠間市立病院改革プランの推進事業」については，在宅医療を支援する機能を有

する高齢者医療の後方支援病院，急性期を過ぎた回復期・亜急性期患者に対する入院加療，

保健予防，介護予防活動，平日夜間日曜初期救急診療という４つの役割を果たすことによ

り，地域医療連携体制の構築に貢献するとともに，第２次改革プランに位置づける経営効

率化に向けた具体的な取り組みを進め，さらなる経営健全化を図ります。 

 

○ 「筑波大学病院連携事業（指導医・研修生受入）」については，筑波大学付属病院との連

携により、市立病院に指導医と研修生を受入れ「地域医療研修ステーション」を開設し，

地域医療に従事する医師の養成と地域医療の充実を図ります。 
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○ 「医療福祉事業」については，安心できる医療環境を整えるため，乳幼児，妊産婦，母子

家庭，父子家庭，重度心身障害者等の医療福祉受給者の把握に努めるとともに，自己負担

の単独助成など，医療費給付制度の充実を図ります。 

 

 

目標（現況）値 
指  標  名 

現  況 平成２６年度 

ファミリーサポート会員数 107 人 400 人 

各種がん検診受診率 17.7％ 35.0％ 

 

 

 

（４）自然と共生した安全でやさしさのあるまちづくり  【生活環境】 

 

○ 「生活道路の整備事業」については，緊急性の高い道路の整備を推進するとともに，幹線

道路網との連絡やバリアフリーに配慮しながら，利便性や安全性の向上，交通量等を考慮

して，重点的な整備を図ります。 

 

○「笠間市役所庁舎非常用発電設備整備事業」については、災害対策として防災拠点の機能

確保のため，非常用発電装置の整備を図ります。 

 

○「自主防災組織育成事業」については，災害時における住民による初期消火や避難体制な

どの整備強化を図るため，住民自らが防災活動を行う自主防災組織の結成費や活動事業の

補助金を交付することで，住民主体の安全ですみよいまちづくりを図ります。 

 

○ 「水道料金の統一」については、利用者負担の公平化や財源の確保を図るため、段階的

に料金の統一を図ります。 

 

○ 水道事業については、「老朽管更新事業」として老朽管・石綿セメント管などの管路布設

替えのより耐震化を進めるとともに、「鉛製給水管布設替事業」により、安全な水の供給を

図ります。 

 

○ 生活排水対策については，生活排水ベストプランに基づき，「公共下水道整備事業」の認

可計画区域内の整備拡大に伴い，浄化センターともべの流入水量に的確に対応するため，

浄化センターともべの汚泥処理施設の増設を進めます。「農業集落排水整備事業」について

は，友部北部Ⅰ期地区の平成２５年度供用開始を目標に計画的な整備を進めます。また，

森林湖沼環境税の導入に伴う補助制度の拡充により，「合併処理浄化槽設置整備事業」を

積極的に進めるなど，地区の特性に応じた効率的な排水処理対策を推進します。 
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○ 「消防救急無線・消防指令業務に関わる整備事業」については，車両動態管理・文字等の

データ通信，秘匿性向上による利用高度化や電波の有効利用の観点から消防救急アナログ

無線からデジタル無線に移行し最適な無線システムの構築を図ります。 
                                               

○ 「自然エネルギー活用助成事業」については，地球温暖化防止と環境にやさしいまちづく

りを推進するため，住宅用太陽光発電システムや，住宅用二酸化炭素冷媒ヒートポンプ給

湯器の設置に対する経費の一部を補助することで，自然エネルギーの有効利用を図ります。 

 

目標（現況）値 
指  標  名 

現  況 平成２６年度 

市補助を活用した自然エネルギー利用施設設置

数 

太陽光    １５１件

エコキュート ２７２件

太陽光    ３９１件

エコキュート ７２２件

自主防災組織率 13.6％ 30.0％ 

 

 

 

（５）人が輝き、豊かな文化を創造・発信するまちづくり  【教育・文化】 

 

○ 「小学校整備事業」及び「中学校整備事業」については，笠間市公立学校施設整備事業計

画を基本に耐震診断，耐力度調査を順次行い，計画的に耐震補強や改築，大規模改造等を

実施し，児童・生徒の安全確保と教育環境の改善を図ります。 

 

○「かさま陶芸の里マラソン大会」については，市民の体力向上と健康増進に寄与するとと

もに，観光資源のある笠間市で開催し笠間市の知名度アップを図ります。 

 

○「笠間給食センター整備事業」については，老朽化した施設の建替えにより，安心・安全

な学校給食の提供や高度な衛生管理体制を推進します。 

 

○「寺子屋事業」については，子どもたちの学びの機会づくりのひとつとして，土曜日に３

地区の公民館において学習の場をつくり，子どもたちの学力・学習意欲の向上を図ります。 

 

○ 世界最高峰の講師陣がレッスンを行う「クールシュヴェール国際音楽アカデミーin かさ

ま」については，ヴァイオリンとピアノのマスタークラスレッスンのほか，公開レッスン

や講師コンサート，音楽愛好家による街角コンサート等を開催し，世界に羽ばたく若手の

音楽家を育てるとともに，多くの地域住民がより楽しめるアカデミーとして開催します。 

 

目標（現況）値 
指  標  名 

現  況 平成２６年度 

小中学校耐震化率 ７１．０％ ９５．７％ 

かさま陶芸の里マラソン大会参加者数 ３，９００人 ４，２００人 
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（６）人と地域、絆を大切にした元気なまちづくり  【自治・協動】 

 

○ 「第２次男女共同参画基本計画策定事業」については，少子高齢化や社会の担い手が減少

している状況の中，女性の活躍が期待されており，男女共同参画社会の実現に向けて前期

の基本計画を検証し策定をします。 

 

○ 市民と行政の連携と協働によるまちづくりを目指す「協働のまちづくり推進事業」につ

いては，協働のまちづくり推進指針に基いた「地域ポイント制度推進事業」の導入により，

市民が行う公共的活動や社会貢献活動に対してポイントを付与し，やりがいや楽しみを創

出することにより，協働のまちづくりの推進と地域の活性化を図ります。 

また，「市民活動助成事業」については，公募により，市民自らがまちづくりの主体とし

て活動していくために必要な事業経費に対して助成を行うことにより，市民活動の活性化

を図ります。 

 

○ 税等の公平性と安定した財源の確保を目的とした「徴収率向上対策事業」については，

笠間市税等収納特別対策本部を中心に，全庁的な徴収体制の拡充と，滞納処分体制の強化

を実施し，収納率の向上を図ります。 

 

目標（現況）値 
指  標  名 

現  況 平成２６年度 

男女共同参画推進事業者認定事業者    １５事業所 １８事業所 

地域ポイント制度に参加する人数   ― １，０００人 

市税徴収率   ８８.０％ ８９.４％ 

 

４ 実施計画の財源手当等の考え方  

（１）実施計画の事業の財源手当てについては，市の財政計画の普通建設事業費と整合性を図る

必要があり，事業化に当たっては，厳しい財政状況を十分認識し，その必要性はもとより，

緊急性，効果等さまざま観点から十分検討したうえで，限られた財源の重点配分と経費支出

の効率化に徹した財源充当を図る必要があります。 

 

（２）実施計画上の事務事業については，格付「Ａ」の事業から順次事業化を図るべきものと位

置づけしますが，予算編成に当たっては，格付「Ａ」～「Ｃ」の事業の精査を行い，事業内

容，実施年度等を再検討しながら取り組むべきものとします。 

 

（３）投資的経費については，補助金や起債などあらゆる特定財源の確保について検討，調整を

行うとともに，他事業との調整により財源を生み出し，事業を実施する必要があります。 

  なお，起債については後年度元利償還金という義務的経費になりますので，安易に充当可能

な財源として捉えることなく，必要最小限にとどめておく必要があります。 
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５ 財政計画（一般会計） 

 

                                 （単位：百万円，％） 

歳入合計表 H21 決算 H22 決算
H23 決算

見込み 
H２４ H２５ H２６ 

9，282 9，121 9，018 8，701 8，769 8，882
地方税 

32.5 31.9 28.1 31.1 32.4 34.2

421 416 394 380 380 380
地方譲与税 

1.5 1.5 1.2 1.4 1.4 1.5

718 717 721 720 720 720
地方消費税交付金 

2.5 2.5 2.3 2.6 2.7 2.8

109 131 103 95 95 95
地方特例交付金 

0.4 0.5 0.3 0.3 0.3 0.3

5，678 6，705 6，970 6，400 6，240 6，180
地方交付税 

19.9 23.4 21.7 22.9 23.1 23.8

211 228 220 220 220 220
分担金・負担金 

0.7 0.8 0.7 0.8 0.8 0.8

328 333 320 320 320 320
使用料及び手数料 

1.2 1.2 1.0 1.1 1.2 1.2

5，036 4，126 4，789 4，157 4，207 3，719
国庫支出金 

17.6 14.4 14.9 14.8 15.6 14.3

1，613 1，730 1，757 1，529 1，591 1，592
県支出金 

5.7 6.0 5.5 5.5 5.9 6.1

3，096 2，829 5，460 3，303 3，169 2，564
地方債 

10.9 9.9 17.0 11.8 11.7 9.9

2，061 2，274 2，311 2，183 1，335 1，334
その他 

7.1 7.9 7.3 7.7 4.9 5.1

歳入合計 28，553 28，610 32，063 28，008 27，046 26，006

 

※ この財政計画は，国の概算要求の状況や市の３ヶ年実施計画等に基づき試算したものです。今後，

経済情勢の推移，税制改正の内容，国の予算編成の動向等を踏まえ，市の財政収支の状況等につい

て検討を加え，財政計画の内容の修正を行い予算編成作業を進めます。 
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    （単位：百万円，％） 

歳出合計表 H21 決算 H22 決算
H23 決算

見込み 
H２４ H２５ H２６ 

5，893 5，820 5，718 5，638 5，585 5，483
人件費 

21.3 21.0 18.3 20.0 20.0 20.5

3，585 3，865 4，143 4，000 4，000 4，000
物件費 

12.9 13.9 13.3 14.2 14.3 15.0

68 100 100 100 110 110
維持補修費 

0.2 0.4 0.3 0.4 0.4 0.4

3，700 4，689 4，996 4，989 5，084 5，168
扶助費 

13.4 16.9 16.0 17.7 18.2 19.3

3，648 2，060 2，231 2，098 2，124 2，130
補助費 

13.2 7.4 7.2 7.5 7.6 8.0

4，868 3，436 4，501 4，132 3，773 2，500
普通建設事業費 

17.6 12.4 14.4 14.7 13.5 9.3

2，682 2，639 2，759 2，925 3，001 3，275
公債費 

9.7 9.5 8.8 10.4 10.7 12.2

152 2，053 1，566 634 634 414
積立金 

0.6 7.4 5.0 2.3 2.3 1.5

143 65 76 80 65 65
投資及び出資金貸付金 

0.5 0.2 0.2 0.3 0.2 0.2

2，958 3，039 5，125 3，520 3，566 3，625
繰出金等 

10.6 10.9 16.5 12.5 12.8 13.6

歳出合計 27，697 27，766 31，215 28，116 27，942 26，770

差   引 856 844 848 ▲ 108 ▲ 896 ▲ 764
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６ 実施計画体系別集計表  

 （単位：百万円） 

平成２４年度 

財源内訳 総 合 計 画 体 系 ３ヶ年計
事 業 費 

特定財源 一般財源

広域交流基盤を生かした新時代のまちづくり 

〔土地利用・都市基盤〕 
3，737 1，346 1，141 205

交流と地域の力を高める土地利用を進めます 415 99 93 6

多様な交流･連携を支えるネットワークを形成します 3，322 1，247 1，048 199

 

風土に根ざした美しい景観を育み、継承していきます 0 0 0 0

多彩な交流で飛躍する活力ある産業のまちづくり

〔産 業〕 
1，123 401 105 296

笠間を体感できる観光・産業を振興します 458 195 71 124

豊かな恵みを実感できる農林業を振興します 536 158 30 128

 

交通条件を生かした，豊かさを育む商工業を振興します 129 48 4 44

共に支えあい，健やかに暮らせるまちづくり 

〔健康・福祉〕 
8，229 2,746 1，413 1，333

安心して子どもを生み育てることができる環境をつくります 958 311 164 147

日々の健康を支える安心な保健・医療の体制を整えます 6，090 2,046 1，096 950

 

支えあい，心がかよう福祉環境をつくります 1，181 389 153 236

自然と共生した安全でやさしさのあるまちづくり

〔生活環境〕 
6，038 2，370 1，795 575

だれにもやさしく，潤いのある生活環境を整えます 4，184 1，845 1，616 229

さまざまな不安や災害に強い安心・安全なまちをつくります 961 222 69 153

 

自然環境にやさしい循環型社会をつくります 893 303 110 193

人が輝き，豊かな文化を創造・発信するまちづくり

〔教育・文化〕 
3，117 1，468 991 477

次代を担う子どもを育みます 2，040 1，024 929 95

だれもが自ら学び，能力を発揮できる環境をつくります 950 402 34 368

 

個性と創造性豊かな笠間の文化を広げていきます 127 42 28 14

人と地域，絆を大切にした元気なまちづくり 

〔自治・協働〕 
475 275 7 268

一人ひとりが尊重しあう心を育みます 6 5 0 5

地域の大切さを知り，協働による地域づくりを進めます 61 19 5 14

 

自治を育み，創造的な行財政運営を推進します 408 251 2 249

合   計 22，719 8，606 5，452 3，154
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                           （単位：百万円） 

平成２５年度 平成２６年度 

財源内訳 財源内訳 
事 業 費 

特定財源 一般財源 
事 業 費 

特定財源 一般財源 

1，623 1，460 163 769 662 107 

304 297 7 13 13 0 

1，319 1，163 156 756 649 107 

0 0 0 0 0 0 

430 133 297 292 58 234 

185 71 114 78 8 70 

197 58 139 181 46 135 

48 4 44 33 4 29 

2，750 1，416 1，334 2，735 1，397 1，338 

336 189 147 311 164 147 

2，021 1，070 951 2，024 1，071 953 

393 157 236 400 162 238 

1，788 1，294 494 1，879 1，325 554 

1，133 951 182 1，206 1，005 201 

360 241 119 378 218 160 

295 102 193 295 102 193 

936 424 512 710 473 237 

487 392 95 528 441 87 

407 4 403 140 4 136 

42 28 14 42 28 14 

120 20 100 81 7 74 

1 0 1 1 0 1 

29 18 11 13 5 8 

90 2 88 67 2 65 

7，647 4，747 2，900 6，466 3，922 2，544 

 



７　実施計画の主な事業（部門別計画）

第１章　広域交流基盤を生かした新時代のまちづくり 〔土地利用・都市基盤〕

１．交流と地域の力を高める土地利用を進めます

主な事業
事業名 担当課 事業概要 実施計画

笠間稲荷門前通り
まちづくり推進事業 都市計画課

　笠間市の観光の核である、稲荷神社を
中心とした笠間稲荷門前通りについて、永
続的な観光拠点としての市街地形成を図
るため、地区の特性を活かし、景観に配慮
した道路整備を等を推進する。

　道路幅員の構成・電線地中化・舗装の種類
を検討し、道路及び滞留拠点整備を実施す
る。

事業費（千円） 300,000

H２３ H２４ Ｈ２５

岩間駅東土地区画
整理事業 都市計画課

　岩間地区の新たな玄関口として効率的
な土地利用、健全な市街地の形成を図る
ため、土地区画整理事業を活用し事業効
果の発現を図る。

面積A=3.1ｈaにおいて、道路、公園、上下水
道等の公共施設を配置し、宅地の整備を図
る。

事業費（千円） 287,546

H２３ H２４ Ｈ２５

施策の大綱
将来像を実現する
ための柱となるも
のです。

主要な施策
施策の大綱を実現するた
めの具体的な方向性を示
しています。

事業費
3ヵ年（H21～H23）
の事業費の概算を
掲載しています。

事業概要
事業の内容につい
て、簡単な説明を掲
載しています。

実施計画
３ヵ年の実施予定の具体
的な内容を掲載していま
す。

主な事業
実施計画で定めた事業の
うち、主な事業を掲載して
います。
新規事業は左下に
「新規」と記載しています。

担当課
事業実施予定の担当課を
掲載しています。

施策の大綱
将来像を実現する
ための柱となるも
のです。

主要な施策
施策の大綱を実現するた
めの具体的な方向性を示
しています。

事業費
3ヵ年（H23～H25）
の事業費の概算を
掲載しています。

事業概要
事業の内容につい
て、簡単な説明を掲
載しています。

実施計画
３ヵ年の実施予定の具体
的な内容を掲載していま
す。

担当課
事業実施予定の担当課を
掲載しています。

実施年度
実施予定年度を矢印等で表しています。

                    ・・・H２５年度以降も継続します

　　　　　　　　　　・・・この年度で終了します
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１．交流と地域の力を高める土地利用を進めます

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）
H24 H25 H26

事業費（千円）
H24 H25 H26

２．多彩な交流･連携を支えるネットワークを形成します

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）
H24 H25 H26

事業費（千円）
H24 H25 H26

３．風土に根ざした美しい景観を育(はぐく)み、継承していきます

笠間稲荷門前通り
まちづくり推進事業 商工観光課

都市計画課

　笠間市の観光の核である笠間稲荷神社
を中心とした笠間稲荷門前通りについて、
永続的な観光拠点としての市街地形成を
図るため、地区の特性を活かし、景観に
配慮した道路整備を推進する。

　道路幅員の構成・舗装の種類を検討し、道
路景観整備を実施する。

300,000

第１章　広域交流基盤を生かした新時代のまちづくり 〔土地利用・都市基盤〕

【主な路線】
（友部地区）
  上町大沢線，南友部平町線
（笠間地区）
  来栖本戸線，笠間小原線
（岩間地区）
  岩間駅東大通線延伸分 等

都市計画課

　岩間地区の新たな玄関口として、効率
的な土地利用、健全な市街地の形成を図
るため、土地区画整理事業を活用し、利
便性や居住環境の向上を図る。

岩間駅東土地区画
整理事業

幹線道路整備事業

2,662,040

主な事業

115,259

面積A=3.1ｈaにおいて、道路、公園、上下水
道等の公共施設を配置し、宅地の整備を図
る。

実施計画

デマンドタクシー運行（商工会）の協議、指導
地域の活性化に結びつける方策の検討、実
施

210,000

デマンド交通システ
ム運行事業 企画政策課

　公共交通空白地域の解消及び高齢者な
どの交通弱者に対して、医療・福祉等の
公共公益施設や商業施設へのアクセス強
化を図り、高齢者の外出支援や、商業振
興等の地域活性化を目的として、ドア・
ツー・ドア型の公共交通システムを運行す
る

主な事業
実施計画

建設課
都市計画課

　笠間市の骨格を形成し、活発な都市活
動を支える幹線道路網の形成に向けて、
広域的な幹線道路に適切に連絡し、３つ
の地区及び拠点間を連絡する都市計画
道路等の整備を推進する。
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第２章　多彩な交流で飛躍する活力ある産業のまちづくり 〔産業〕

１．笠間を体感できる観光・産業を振興します

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

【新規】

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

笠間ファン倶楽部
事業 商工観光課

　笠間住民と笠間市外で暮らしている
方々との心温まる“ふるさと交流の場づく
り”。
　会員特典として，機関紙送付・会員限定
体験事業・全体交流会・施設店舗での割
引制度を実施する。

会員を対象した体験事業
笠間の特産物ＰＲ及び販売（ふるさと便など）
情報発信（HP、メルマガなど）の拡充

5,800

地場産業支援事業
商工観光課

　笠間焼プロデュース事業（笠間焼販路拡
大）や石材の販路拡大イベント等の支援、
笠間焼や稲田みかげ石を活用した新たな
特産品の開発により、笠間ブランドを確立
し、地場産業の活性化を図る。

業界の健全経営に向けた支援
販売・促進事業支援（緊急雇用事業などの
活用）
イベント支援（稲田石材・県石材業・笠間焼）

31,554

歩道グレードアップ
事業 建設課

都市計画課

ギャラリーロードや芸術の森公園北口
ゲート入口の歩道を景観整備しポケット
パークの設置も行い歩行者の快適性及び
回避性の向上を図ります。

・ギャラリーロード
L=８２０ｍ　W=２．５～６ｍ
・芸術の森公園北ゲート
H24　歩道整備　L=８２０ｍ　W=２．５～６ｍ
H25　ポケットパーク１箇所

57,000

主な事業

観光ＰＲ戦略事業
商工観光課

観光協会や観光関係団体との連携のも
と、観光ＰＲの実施や観光客受け入れ態
勢の充実により、通年滞在型の観光戦略
を展開する。

広報宣伝活動の強化（北関東、首都圏、茨
城空港関係）
観光商品企画、販売体制の整備

恋人の聖地関連
事業

つつじまつり事業

実施計画

商工観光課

恋人の聖地モニュメントがある笠間工芸
の丘を中心に、観光施設等を整備し来訪
者の回遊性と滞留時間を高め地域経済
の活性化につなげる。

商工観光課

　本市の自然・歴史・伝統・文化等を市民
が菊まつりを通じて再認識し、積極的なま
ちづくりへの参画意識の高揚を図る。ま
た、笠間の菊まつり連絡協議会が主体と
なり「市民参加型」で「永続性」のある「笠
間の菊まつり」を実施する。

稲荷神社をメイン会場に、市内各所で各種イ
ベントを実施する。また、菊まつりに関連する
協賛事業を開催する。

12,000

恋人の聖地への誘導案内板の設置
ホームページの充実
婚活等のイベントの支援
観光施設誘導サインの整備
愛宕山光のオブジェ整備
北山公園周辺整備

83,000

22,500商工観光課

　市民や観光客に心の安らぎ、癒しを与
え、笠間を代表する春のイベントである
“つつじまつり”を、多様なイベント（野点、
琴、稲荷ばやし等）や他のイベントとの連
携により実施する。

シャトルバスの運行
つつじまつり期間中開催の他イベントとの連
携

被災を受けた設備などへの支援
（伝統的工芸品復興支援補助金）

24,000

菊まつり事業

8,000

伝統的工芸品復興
支援事業 商工観光課

東日本大震災で被災を受けた笠間焼工
房の窯修復を支援し、笠間焼き全体の経
営安定化や市内観光関連事業者の経済
活性化を図る。
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２．豊かな恵みを実感できる農林業を振興します

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

　笠間市の主要農産物である「花き」、
「栗」、「梅」の生産振興を図るため、生産
組織等が行う取組みに対し、その経費の
一部を支援し、生産数量の拡大、品質の
向上を図ることで産地としての生産体制を
強化する。

2,500

　生産者の育成と良質な作物生産のため
の講習会や、農産物加工品の開発研究
により、農産物の生産振興と地域の活性
化を図る。
　また、地元農産物の学校給食等への供
給により、地産地消を推進する。

農産物の加工
栽培技術の承継
学校給食への地場農産物の提供拡大

3,000

9,400

果樹園改植事業（栗苗)
モデル果樹園設置事業（栗、梅)
花き産地強化支援事業主要農産物生産振

興支援事業

13,500

　たい肥の品質及びサービスの向上や、
関係機関連携によるコーディネート機能
の強化により、安心安全な農産物の供給
力の向上を図る。

豊かな土づくりの推進
環境に配慮した農業の拡大
安心安全システムの構築土づくり運動推進

事業 農政課

地場農産物振興拡
大事業 農政課

県営経営体育成基
盤整備事業（箱田
中央地区） 3,940

主な事業
実施計画

農村整備課

　ほ場整備による地域水田の高度利用推
進により、認定農業者に農地集積を図り、
生産コストの低減等、生産性の高い農業
による農業経営の安定化と耕作放棄地や
後継者不足の解消を図る。

排水路護岸工事・付帯工事一式　換地処分
集落道路改良工事

県営経営体育成基
盤整備事業（友部
地区）

担い手対策強化促
進事業

農政課

農政課

農村整備課

　用水路の老朽化により慢性的な用水不
足となり、労働生産性が低くなっているた
め、用水のパイプライン化を図り、生産性
の向上を図る。

道路、排水路、用水路、用水機場の整備

45,000

県営経営体育成基
盤整備事業（滝川
地区）

農山漁村プロジェ
クト支援交付金事
業（大古山地区）

9,600農村整備課

　農地整備水準が低く、農業近代化が遅
れている地区の土地基盤の整備を図ると
ともに、担い手への農地集積を促進し、営
農の近代化及び農業生産性を増進させ
る。

150,000農村整備課

　農作業の効率化や農業の活性化を図る
ため、区画整理や道水路整備を実施す
る。

区画整理、用水路、道路、用水施設機場、
取水堰、排水路、暗渠排水、客土、橋梁の
整備

新規事業認可予定
実施測量、荒整地工事

地場農産ＰＲ事業

「かさま新栗まつり」「かさまの粋-秋の陣-」
等のイベントによる情報発信
ブランド農産物「かさまの粋」の認証

霞ヶ浦用水事業
農村整備課

　農業用水を安定的に供給する体制を確
立し、産業基盤の充実を図る。

受益面積　１９，２９４ha（１３市町）
市受益面積　６２４ｈa
県営かんがい排水事業Ⅲ期

100,295

　消費者に認められるブランド戦略とし
て、農産物の認証機関を設立し、ブランド
農産物「かさまの粋」の確立させるととも
に、各種イベントにおいてブランド農産物
等の広報宣伝活動を行い、消費拡大を図
る。

農政課

　既存集落営農組織及び認定農業者の
育成強化を図るため、モデル地区を選定
し、集落営農の組織化に向けた推進を行
うとともに、農業経営の相談会や勉強会、
先進地視察研修等を実施する。

集落営農組織の支援
認定農業者の育成支援
新規就農者の研修支援

9,000
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事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

【新規】

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

３．交通条件を生かした、豊かさを育む商工業を振興します

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

【新規】

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

4,500

農村整備課

3,000
雇用促進支援事業

中小企業者や未就職者の能力向上と失
業者の再就職等の促進を図るため、市内
中小企業者や就労を希望する失業者等
が必要は資格を取得する際の受験料等
について、補助を行う。

国家・公的資格や民間取得にかかる補助対
象経費に対し２分の１以内（限度額１０万円）
で、１年間に１人２回まで補助

商工観光課

企業誘致・支援事
業 企画政策課（企業

誘致推進室）

　新規企業誘致により、税の確保と雇用
創出を図る。また、既存企業の事業拡大
や、行政との連携を図り、地域の活力を
支える雇用の場である企業に対し、積極
的な支援をする。

企業アンケートの実施
県との連携による視察会、セミナーの実施
がんばる企業応援連絡会の開催

商工観光課

　商工会や商店会等の関係団体と連携
し、市内３地区の市街地活性化事業を実
施する。特に笠間稲荷門前通り商店街に
ついて、整備計画に併せた商店街の景観
整備事業を実施する。

市街地活性化推進
事業

都市住民と地域住民の交流促進及び地
域活性化を図るため、本市が有する豊か
な農村資源を活用したグリーンツーリズム
を推進する。

主な事業

グリーンツーリズム
推進事業 農政課

9,000

アグリステイｉｎ笠間推進モデル事業
二地域居住者活動支援事業
体験農業支援事業

商工会支援、空き店舗活用事業、市内周遊
事業、景観整備事業

19,500

実施計画

主な事業

森林機能緊急回復
整備事業

耕作放棄地再生支
援事業

農村整備課

優良農地確保のための電気柵の貸出
国の交付金を活用した耕作放棄地の解消
耕作放棄地解消のモデルほ場の設置

18,912
農政課

農業委員会

　担い手への農地集積を促進し、営農の
近代化及び農業生産性の向上させるた
め、土地基盤の整備を実施する。

区画整理、用水路（パイプライン）、用水機
場、暗渠排水、幹線農道、支線道路の整備

　「森林湖沼環境税」を利用し、荒廃が進
む森林の多面的・公益的機能の回復と、
地球温暖化防止に有効なCO２吸収源とし
ての役割向上を図るため、間伐及び作業
道の開設を行う。

間伐推進員を活用した間伐協定書に基づく
間伐の実施
間伐　２４ｈａ　間伐作業道　１０００ｍ

10,522

食料の安定供給と自給率の向上のため、
優良農地の確保と耕作放棄地の解消を
図る。

県営畑地帯総合整
備事業（小原地区）

5,500

中小企業者への震
災関連支援 商工観光課

東日本大震災により被災を受けた中小企
業者を対象に、既設の市金融制度を活用
したものに保証料及び利子を全額補助す
る。

既設の市金融制度を活用したものに保証料
及び利子を全額補助

40,800
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第３章　共に支えあい、健やかに暮らせるまちづくり 〔健康・福祉〕

１．安心して子どもを生み育てることができる環境をつくります

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

【新規】

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

出会い創出支援事
業 市民活動課

　晩婚化、未婚化が進む中、結婚相談
や、出会いの場をつくる等の結婚支援事
業により、少子化対策を推進する。

特定不妊治療費助
成事業 健康増進課

　体外受精、顕微授精の不妊治療を受け
ている方の経済的、精神的負担の軽減を
図るため、治療費に対する助成を行う。

児童クラブ推進事
業 子ども福祉課

　保護者が労働等により昼間家庭にいな
い小学校低学年の児童に対し、授業の終
了後に適切な遊び及び生活の場を与え
て、健全な育成を図る。 388,965

開館時間　９：００～１８：００
子育て支援センター
（月曜日～金曜日　９：００～１６：００）

145,254

　通常保育以外の多様な保育サービスを
提供するための事業補助。民間保育所で
実施。

延長保育促進事業
病時・病後児保育事業

３歳未満児についての個別的な指導計画
の作成を行い保育所の機能及び保育の
質の向上並びに多様化する保育需要等
への対応を図る。

保育士増員事業
乳児等保育事業

39,312

妊婦健康診査（１４回）
乳児全戸訪問
乳幼児相談・健診

25,269

体外受精、顕微授精治療費に対する助成

15,000

出会い創出支援事業助成
いばらき出会いサポートセンター入会助成

2,475

実施計画

一時預かり事業
地域子育て支援拠点事業
世代間交流事業
食育推進事業

91,896

198,312

地域子育て支援拠
点事業 子ども福祉課

母子保健事業

市内小学校（東小を除く）、ともべ保育所にお
いて、小学校１年生から３年生を対象に実施

　母親・乳幼児の健康の保持増進や、育
児不安の解消、虐待予防を図るため、保
健指導、健康診査等を実施する。

子育て支援センター「くりのこ」（岩間地区）
子育て支援センター「みつばち」（笠間地区）
H24児童館内に支援センター開設

　子育て支援センターを開設し、交流の場
の提供、相談援助の実施、情報の提供、
講習等の実施により、子育ての不安感を
緩和し、子育て支援の充実を図る。

家庭・地域における子育て機能の低下や
子育て中の親の孤独感・不安感を解消す
るため、子育て支援センターを開設する。
児童健全育成の実施
児童に関する地域組織の育成・助長

児童館管理運営事
業 子ども福祉課

次世代育成支援対
策事業

児童福祉施設（保
育所）子育て支援
緊急整備事業

子ども福祉課

　次世代育成支援対策推進法に基づき作
成した、市町村行動計画「かさまっ子未来
プラン」に基づく地域の特性や、創意工夫
を生かした取り組みを推進する。

26,952

主な事業

子ども福祉課

特別保育事業
子ども福祉課

健康増進課

19



２．日々の健康を支える安心な保健・医療の体制を整えます

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２３ H２４ Ｈ２５

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

健康増進課 7,800

　在宅の寝たきり高齢者等に対し、訪問に
よる歯科保健サービス事業を実施するこ
とにより、在宅寝たきり高齢者等の口腔衛
生の保持及び改善を図り、在宅総合ケア
を推進する。

　生活習慣病の予防として、健康体操を
実施することにより、運動習慣の定着を推
進し、市民の健康意識の高揚と健康増進
を図る。

４０歳～６４歳を対象に、体力測定、健康
チェック、ストレッチ、筋力トレーニングなど
を、各保健センターで実施

がん検診（大腸、子宮、乳）

医療機能の充実
経営の健全化
職員の意識改革

地域の健康づくり
事業

4,548訪問歯科保健事業

688,104

健康、医療、子育て、介護等についての無料
電話相談の実施

16,668

健康診査、がん検診、特定保健指導、健康
相談、健康講座等の実施

184,629
健康増進事業

健康増進課

健康増進課

900

口腔診査、歯科診療、歯科保健指導

かさま健康ダイヤ
ル２４事業

　２４時間年中無休体制で、健康、医療、
子育て、介護等についての無料電話相談
（医師や専門スタッフが対応）を民間委託
し、市民の不安の解消や健やかな日常生
活に寄与する。

健康増進課

第２次笠間市立病
院改革プランの推
進 市立病院

主な事業

集団接種（ＢＣＧ・ポリオ・麻しん）
個別接種
子宮頸がん・ヒブワクチン・小児肺炎球菌ワ
クチン接種費補助の実施

実施計画

筑波大学病院連携
事業（指導医・研修
生受入) 市立病院

予防接種事業
健康増進課

平日夜間・日曜初
期救急診療の推進 市立病院

がん検診推進事業 健康増進課

特定年齢の市民に対し、検診手帳及び検
診費用が無料となるクーポン券を送付し、
受診促進及び健康保持、増進を図る。

　感染症の発生及びまん延の予防、重症
化防止のため予防接種を行い、公衆衛生
の向上と市民の健康増進を図る。

　疾病の早期発見・早期治療することを目
的に基本健康診査、がん検診等を実施す
る。
　また、生活習慣病予防対策として、個々
の結果を基に保健指導や栄養指導を行
い、食生活・運動等の正しい知識・情報を
提供することにより、市民の健康増進を図

指導医の受入
研修生の受入

　改革プランの目標達成に向けた具体的
取組（改革プラン実行計画）を実施し、経
営の健全化と効率的な運営を図り、医療
体制の充実を図る。

1,626,000

　市立病院、医師会、薬剤師会、県立中
央病院が連携し、市立病院において初期
救急診療を実施する。

平日夜間及び日曜日の初期救急診療を市
立病院において実施

125,085

26,673

　筑波大学付属病院との連携により、市
立病院に「地域医療研修ステーション」を
開設し、指導医と研修生を受入れ理想的
な地域医療教育を実践することで、地域
医療に従事する医師の養成と地域医療の
充実を図る。
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事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

【新規】

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

３．支えあい、心がかよう福祉環境をつくります

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

後期高齢者医療制
度

保険年金課

後期高齢者健康診
査事業

保険年金課

後期高齢者医療人
間ドック・脳ドック事
業

保険年金課

毎年５月中旬　後期高齢者医療被保険者全
員に、受診券と検査キッドを送付

36,369

後期高齢者の人間ドック及び脳ドックの受
診の増加を図り、疾病の予防効果や医療
費の抑制と制度の適切な運営を図る。

各種申請の受付及び処理
保険証及び納付書の送付
保険料の納付方法変更及び変更手続き
保険料の徴収

1,826,631

毎年５月～　希望者の受付をし、本所、各支
所で実施

レセプト点検事業 保険年金課

　妊婦・小児・児童・母子家庭の母子・父
子家庭の父子・重度心身障害者の医療費
の助成により、負担の軽減を図る。

地域ケアシステム
推進事業 社会福祉課

　在宅での生活支援を必要とする方々に
対して、一人ひとりに合った適切なサービ
スを提供するため、医療、保健、福祉の各
専門の方々が総合的に支援策を検討し、
在宅で生活できるよう相談、支援を行う。

国民健康保険税の
収納率向上 保険年金課

滞納者に対し電話催告の実施

10,308

特定健診・特定保
健指導 保険年金課

　糖尿病・高血圧症等の生活習慣病の予
防・早期発見により、医療費を抑制し、国
民健康保険の健全な運営を図る。

生活習慣病を中心とした疾病予防を重視し、
健診受診者の把握と受診勧奨、保健指導を
効果的に実施

157,586

14,195

6,000

国民健康保険制度をより安定的に運営し
ていくためには、効果的な医療費適正化
対策の推進を図る。

レセプト点検調査による財政効果額が診療
報酬明細書請求額の１％以上の取組み

後期高齢者の健康診査を実施し、疾病の
予防効果と医療費の抑制と制度の適切な
運営を図る。

1,278,642

各種医療給付および自己負担金の償還
市独自負担分の支給

ケアセンターの設置，地域ケアコーディネー
ターの配置，ケアシステムサービス調整会議
の設置，在宅ケアチームの組織化及びキー
パーソンの選任

65,091

医療福祉事業

主な事業

実施計画

保険年金課

後期高齢医療制度について、茨城県後期
高齢者広域連合と連携しながら制度の運
営を図り、被保険者が安心して医療の提
供を受けられることを目的とする。

主な事業

国民健康保険人間
ドック、脳ドック事
業

保険年金課

国民健康保険制度をより安定的に運営し
ていくためには、効果的な医療費適正化
対策の推進を図る。

人間ドック・脳ドックの検診増加
特定検診・特定保健指導

53,019

国民健康保険税の公平性を基本に安定
した財源の確保を目的とした収納率の向
上を図る。
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事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

社会福祉課

　社会福祉に関する事業の企画、実施、
援助、調査、普及宣伝、連絡調整等に対
する補助により、地域における社会福祉
の改善向上を図り、地域の福祉活動を推
進する。

社会福祉協議会補
助事業

法人運営事業、ボランティア活動事業、福祉
バスの管理・運営の補助

185,094

4,432

223,272

難病と診断された方に対して、見舞金として
月額3000円を年2回、9月と3月に支給し難病
患者の経済的負担を軽減難病患者見舞金支

給事業

障害者地域生活支
援事業 社会福祉課

地域支援事業
高齢福祉課

介護保険利用者負
担軽減事業

高齢福祉課

高齢福祉課

　障害のある人が有する能力や適性に応
じ、自立した日常生活や社会生活を営む
ことができるよう、日常生活用具の支援
や、地域生活支援の場の確保など各種支
援事業を行う。

生活機能評価事業の充実
介護予防事業の拡大

介護予防支援事業

相談支援事業（自立支援協議会設置）
コミュニケーション支援事業
日常生活用具給付等事業
移動支援事業
地域活動支援センター事業等

　国の定めた特定疾患治療研究事業にお
ける認定基準に基づく難病患者に対し、
見舞金を支給し経済的援助をする。

382,000

社会福祉課

　低所得者で特に生計が困難な方に対し
て、訪問介護サービスの利用者負担を軽
減することにより、介護保険事業の定着
化及び推進を図る。

要支援状態であっても悪化を出来る限り
防ぐことを目的に地域包括支援センター
が中心になり、介護予防ケアマネジメント
を実施する。

介護保険以外の生活支援サービスの充実
一貫したケアマネジメントの実施

65,300

住民税非課税世帯に属する要介護・要支援
認定者（生活保護受給者を除く）が、訪問介
護を利用した場合の利用者負担額の一部を
助成

　介護予防事業、包括的支援事業及び任
意事業等を行うことにより、高齢者が要介
護状態または、要支援状態となることを予
防するとともに、要介護状態等となった場
合においても、可能な限り、地域において
自立した日常生活を営むことができるよう
支援する。

30,780

主な事業
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第４章　自然と共生した安全でやさしさのあるまちづくり 〔生活環境〕

１．だれにもやさしく、潤いのある生活環境を整えます

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

農業集落排水施設
の整備と利用促進 下水道課

農村地域における生活廃水処理施設を
整備し、農業用用排水の水質保全、農村
環境の改善と水質保全を図る。

処理処理施設工事、管路施設工事
中継ポンプ工事

935,246

水道老朽管更新事
業 水道課

管路の老朽管更新及び耐震化を推進し、
有収率の向上及び水の安定供給を図る。

老朽管更新事業（石綿管）１５．１Kｍ布設替

252,100

鉛製給水管布設替
事業 水道課

鉛製給水管に対する抜本的な対策とし
て、早期に調査・布設替を実施し、安全安
心な水の安定供給を図る。

鉛製布設工事
調査、布設替を計画的に実施

80,160

公共下水道整備事
業

管渠布設工事
浄化センターともべ汚泥処理施設工事

下水道課

　生活環境の向上及び公共用水域の水
質保全のため、公共下水道施設等を整備
する。

1,931,200

下水道長寿命化計
画

水道課

３地区ごとに異なる水道料金を統一し、利
用者負担の公平化及び財源の確保を図
る。

下水道課

水道料金の統一

主な事業

安全で利用しやすい生活道路・排水路・歩道
等の整備

建設課 142,100
生活道路整備事業

実施計画

　幹線道路網との連絡に配慮しながら、緊
急性や必要性に応じて、既存道路の拡幅
や歩道の整備などを進め、安全で利用し
やすい生活道路の整備、維持補修に努め
る。

水道運営審議会の開催
条例改正、料金改定

135

下水道施設の健全度に関する点検・調査
結果に基づき「長寿命化対策」に係る計画
を策定し、ライフサイクルコストの最小化
を図る。

各下水道施設の点検・調査を実施
補助対象となる設備の選定
国への補助申請実施

148,000

橋梁長寿命化修繕
計画策定業務 建設課

今後老朽化する道路橋の増大に対応す
るため、予防的な修繕及び架け替えへの
転換を目的とした、長寿命化修繕計画を
策定する。

３０橋の橋梁点検
７０橋の橋梁長寿命化修繕計画の策定

23,000

笠間地区市街地浸
水対策事業 建設課

笠間地区市街地の浸水被害を防止する
ための整備をする。

佐白都市下水路整備L=５０ｍ
笠間地区排水路整備L=５００ｍ

180,000
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事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

２．さまざまな不安や災害に強い安心・安全なまちをつくります

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

【新規】

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

【新規】

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

民間救急ボラン
ティア応急手当普
及啓発事業

笠間市役所庁舎非
常用発電設備整備
事業

非常用自家発電設備装置
２００KVA　ディーゼル発電（軽油９５０L）
キューピクル改修工事

28,350

消費生活相談事業
市民活動課

　消費者の権利保護や消費生活の安定と
向上のため、多様化する問題に迅速かつ
適切に対応できる体制の整備、充実を図
る。

さまざまな消費者問題の解決や被害からの
救済を図るため、相談窓口を設置する。
助言、斡旋、他機関の紹介等

9,081

市民活動課

  犯罪対策を目的とした防犯灯の設置及
び補助を実施する。

生活排水による公共用水域の水質汚濁
防止するため、合併浄化槽の個人設置者
に対し補助金を交付する。

総務課

消防警防課

消防救急アナログ無線を利用高度化及び
電波の有効利用の観点からデジタル方式
に移行する。

主な事業

主な事業

　民間救急ボランティアを養成し、市内各
団体への救急講習会に講師として参加及
び市イベント等に出向し、応急手当普及
啓発活動を行い、安心安全なまちづくりに
備える。

浄化槽整備補助対象予定数
５人槽：３００基
７人槽：２７０基
１０人槽：３０期

324,900

実施計画

市役所庁舎に災害対策として防災拠点の
機能確保のため、非常用発電装置の設
置整備をする。

応急手当普及員養成講習会の開催
各種団体向けの救急講習会講師として参加
市イベント等で応急手当普及啓発活動の実
施

自主防災組織の結成促進・育成

8,000

600

地区外の通学路は市で設置
地区内の新規防犯灯の整備、修繕は補助
主な駅等へ防犯カメラの設置

県内（日立市・ひたちなか市、東海村を除く）
１ブロックとする計画
H２４基本設計
H２５～（２カ年計画の１年目）
H２５～（２カ年計画の２年目）

328,903

合併処理浄化槽設
置整備事業補助金 下水道課

総務課

　災害時等における住民による初期消火
や避難体制などの整備強化を図るため，
自主防災組織の結成費や活動事業に対
し補助金を交付することにより，住民主体
の安全で住みよいまちづくりを推進する。

自主防災組織育成
事業

防犯施設整備事業

消防救急無線並び
に消防指令業務に
関わる整備事業

消費生活啓発事業
市民活動課

消費者被害の自己防衛に向けて、消費者
問題防止に関する情報提供などの啓発活
動の推進を図る。

消費生活講座・出前講座の充実
市内１６箇所センター専用カタログ台の活用・
広報紙、HP活用した情報の提供

261

61,200

消防通信司令課
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３．自然環境にやさしい循環型社会をつくります

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

768,000

分別収集事業
環境保全課

　循環型社会の構築に向け、市民や事業
者と一体となってごみの減量化、再利用、
再資源化を図り、資源の循環を推進する
とともに、廃棄物の適正処理に取り組む。

一般家庭から排出される廃棄物の減量化、
再利用、再資源化及び適正な処理を進める。

環境基本計画推進
事業 環境保全課

  笠間市の環境保全を長期的な観点から
推進していくため、市民・事業者及び市が
連携して、環境負荷の少ない、環境にや
さしいまちづくりの実現に取り組む。

基本計画に沿って、「かさま自然再生事業」、
「エコオフィス推進事業」等の重点１３事業を
中核に事業展開する。

2,400

自然エネルギー活
用助成事業 環境保全課

　太陽光などの環境負荷の少ない自然エ
ネルギーを有効利用し、省エネに配慮し
たライフスタイルへの転換を促進するため
太陽光発電・エコキュート設置者へ補助を
行う。

太陽光発電・エコキュート設置者への補助

87,000

主な事業

笠間市地球温暖化
対策実行計画の策
定及び推進 環境保全課

市民・事業者・行政の協働による、本市の
地域特性に応じた地球温暖化防止への
取り組みをするため、本計画の策定をす
る。

笠間市地球温暖化対策実行計画の策定
市民・事業者・行政の積極的な取組と進捗状
況の点検評価

8,000
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１．次代を担う子どもを育みます

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

学務課

　少人数加配の教職員が配置されていな
い学校に非常勤講師を派遣し、きめ細か
な指導を実施する。

学務課

　さまざまな理由により学校へ行けなく
なった生徒に、不登校解消に向けての援
助・指導する。

心の教室相談事業

適応指導教室事業
学務課

学務課

第５章　人が輝き、豊かな文化を創造・発信するまちづくり 〔教育・文化〕

ＡＬＴ事業

 市内２１の小中学校に英語指導助手を派
遣し、国際交流の進展を図り、語学に関
する情報の提供や英語の授業のアシスタ
ントを行う。

新しい学習指導要領により、H21年度から小
学校の5・6年生で年間３５時間「外国語活
動」の授業を実施。

138,508

ＴＴ特別配置事業

46,629

ティームティーチングによる教科指導。授業
担当職員が出張等により代替授業を実施。
７小学校に配置

実施計画

主な事業

学校施設耐震化整
備事業（小学校整
備事業） 1,194,245

小学校施設の耐震補強、老朽改修を実施

学務課

288,250

中学校施設の耐震補強、老朽改修を実施

学務課

笠間給食センター
整備事業

39,834

笠間地区～かしわのひろば
友部地区～もくせい教室
岩間地区～あたごのひろば
それぞれ指導員を配置

　学校施設の整備改善（大規模を含む）を
計画的に進め、教育環境の改善を推進す
る。学務課

273,000

７中学校全校に相談員を配置　生徒が身近な存在と感じ、ストレスを和
らげることができる人材を中学校に配置
し、生徒の悩み、不安、ストレス等の諸問
題の解消を図るとともに、心にゆとりを持
てるような環境を提供する。

5,040

笠間地区小学校６校、中学校４校の給食調
理と配送を一元的に行なう施設の建設

　現在の給食センターは建設から約４０年
が経過しており、老朽化が著しいため、同
施設の建替えにより学校給食の衛生管理
体制の強化を図る。

寺子屋事業
生涯学習課

　学校の休業日（土曜日）に子どもたちの
活動や学びの機会づくり、学習の場づくり
の一つとして本事業を実施し、学力の向
上、学習意欲の向上を図る。

３公民館で学校の休業日（土曜日）に、小学
校５・６年生を対象に学習指導を実施

8,532

学校施設耐震化整
備事業（中学校整
備事業）

　学校施設の整備改善（大規模を含む）を
計画的に進め、教育環境の改善を推進す
る。
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２．だれもが自ら学び、能力を発揮できる環境をつくります

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

３．個性と創造性豊かな笠間の文化を広げていきます

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

かさま陶芸の里マ
ラソン大会 スポーツ振興課

　市民マラソンの振興を図り、合併後の市
民の一体感を醸成し、併せて市民の体力
向上と健康増進に寄与する。

大会の開催により、市民の体力向上と健康
増進、笠間市の知名度の向上を図る。

12,000

公民館まつり事業 笠間公民館
友部公民館
岩間公民館

　公民館利用団体の学習成果の発表や
市民の文化交流の場として、公民館まつ
りを実施する。

毎年１０月に市民展覧会を開催し、絵画等６
部門の展示を行う。

1,410

１０月から１１月にかけて３公民館同時に「公
民館まつり」を開催。

1,857

笠間市民展覧会事
業 笠間公民館

　芸術創作を試みる市民から作品を公募
し、広く市民が芸術を鑑賞できる機会とし
て市民展覧会を開催する。

笠間市民体育館災
害復旧事業 スポーツ振興課

　世界最高峰の講師陣による質の高い
レッスンをヴァイオリンとピアノの２クラス
で１０日間にわたり開催し、世界に羽ばた
く若手の音楽家を育てるとともに、関連プ
ログラム（公開レッスン、各種コンサート、
シンポジウム）を通じて、地域のイメージ
アップと音楽文化の振興を図る。

アカデミーを通じて、新市の一体感の醸成を
図り、「音楽によるまちづくり」の実現に向け、
各種事業の拡大、新規事業の創出など市全
体の文化レベルの向上を推進する。

H２４　アリーナ床・天井・トイレ等の改修工事

254,631

市民の体力向上や避難場所の確保を図
るため、耐震診断の結果を踏まえ計画的
な改修を行う。

実施計画

74,700
生涯学習課

505,061

H２４　工事設計委託
H２５　本館部分の全体改修工事
H２６　体育室改修工事

3,828スポーツ振興課

笠間芸術の森公園を会場に７区間のコース
で駅伝大会を実施

伝統ある駅伝競技を通じ、中学生の心身
の健全育成を図るとともに、参加生徒相
互の交歓

稲田公民館施設復
旧事業 笠間公民館

文化振興や地域の活動拠点の場を提供
するため、施設の復旧工事を行う。

友部公民館大規模
改修事業

安心で快適な学習の場を提供するため、
耐震診断の結果を踏まえ計画的な改修を
行う。

友部公民館

　親を対象として、子育てに関する学習の
機会を計画的、継続的に提供し、家庭の
教育力の育成を図る。

生涯学習課 1,275

市内の幼稚園、保育園、保育所、小学校、
中学校４０校で１校５回の家庭教育学級を実
施

被災の復旧施設改修工事

55,250

実施計画

主な事業

家庭教育学級事業

主な事業

中学校駅伝大会

クールシュヴェー
ル事業
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事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

青少年劇場小公演
事業 生涯学習課

　市内の小学校全校を対象に、アーティス
トを派遣して音楽演奏会を実施し、児童が
優れた生の音楽に触れる機会を提供する
ことで、情操教育の一環を担う。

コンサート、ミニコンサートの開催

8,346

主な事業

国際交流事業

2,346

市民活動課

　市民の国際理解を促進するとともに、人
材の育成や外国人が住みやすい環境の
整備など、国際化に的確に対応したまち
づくりを進める。

国際交流事業の充実
文化、スポーツなど様々な分野での交流の促
進
多文化共生の地域社会づくり
海外都市との交流
交流促進のための環境整備
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１．一人ひとりが尊重しあう心を育みます

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

【新規】

事業費（千円）

H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

２．地域の大切さを知り、協働による地域づくりを進めます

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

３．自治を育み、創造的な行財政運営を推進します

事業名 担当課 事業概要

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

　市民が主体的に取り組む活動に必要な
経費に対して助成金を交付し、市民活動
の活性化を図る。

自立促進事業、地域活性化事業に対する助
成

6,135

21,900

　「広報かさま」やお知らせ版、ホームペー
ジを通じて、行政情報や生活情報などの
さまざまな情報を市民に迅速に提供する。

主な事業

市民活動課

協働のまちづくりの推進と地域の活性化
を図るため、市民が行う公共的活動や社
会貢献活動に対しポイントを付与し、やり
がいや楽しみを創出する。

H２４　ポイント制度社会実験事業
システムの構築

18,000

主な事業

　市民と行政の協働のあり方を示す指針
に基づき、市民と行政の協働によるまちづ
くりを推進する。

協働を推進する取組の実施
協働のまちづくりをさらに推進するため、自
治基本条例の制定に向け検討を行う。

市民活動課

実施計画

協働のまちづくり推
進事業

第２次男女共同参
画基本計画策定事
業

主な事業

秘書課

家庭や地域、職場などあらゆる分野にお
いて個人が能力を発揮できる環境を構築
するため、男女共同参画環境づくり支援
事業を行う。

市民活動課

第６章　人と地域、絆(きずな)を大切にした元気なまちづくり 〔自治・協働〕

市民活動助成事業

実施計画

秘書課

更なる男女共同参画意識の高揚を図るた
め、前期計画を検証し第２次男女共同参
画基本設計の策定をする。

市民意識調査や審議会、庁内推進会議での
検討及び団体との意見交換会
パブリックコメント
庁議、議会報告

男女共同参画環境
づくり支援事業

地域ポイント制度
推進事業

4,000

推進事業者募集広報及び説明

615

実施計画

650

広報かさまを毎月１回、お知らせ版を毎週１
回発行
ホームページは随時更新
有料広告を募集・掲載

広報紙の発行及び
ホームページの更
新・管理 秘書課

男女共同参画意識
啓発事業 秘書課

市民や事業者を対象に、男女共同参画の
実現の必要性に対する認識の共有化を
図るための意識啓発事業を行う。

男女共同参画講座
子育てセミナー
男女共同参画推進フォーラム

1,650
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事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

事業費（千円）
H24 H25 H26

事業費（千円）
H24 H25 H26

事業費（千円）
H２４ H２５ Ｈ２６

未納者に対する文書・電話催告、臨戸訪問、
財産等の調査、徴収状況の管理、差押・交
付要求・執行停止・欠損等の処分の決定

114,000

240

市民参加と意見集約のあり方について、さら
に有効な方法を検討し、実施する。公聴活動（市政懇

談会など） 秘書課

　市政懇談会やご意見箱、メール等を通じ
て市民の声を集約し、市政に反映させる。

主な事業

収納率向上対策事
業

秘書課

　職員の能力や意欲の開発・向上を図り、
市民の立場に立った行政を推進できる人
材を育成する。

行政経営課

　導入より相当の年数を経過するサーバ
機器等について、機器の不具合による業
務の停滞等を防ぐため、サーバの交換及
び必要に応じたグレードアップを行う。

サーバ機器等更新
事業

税務課

　市民に対する納税意識の高揚を図り、
期限内納税を推進するとともに、厳正に
滞納処分を行い、税収の確保と税負担の
公平を図る。

基本研修・特別研修・茨城県自治研修所派
遣・市町村アカデミー派遣研修の実施

情報系機器更新事
業 行政経営課

　耐用年数を過ぎたクライアントを更新す
るにあたり、更新費用が安価で情報漏え
いに強く、管理が十分に出来るシステムを
構築する。 18,170

情報系サーバ等更新　２１台
H２４　情報系サーバ　７台
H２５　情報系サーバ　６台
H２６　情報系サーバ　８台

57,244

10,500

低コストで情報漏えい等に強いシステムの構
築と耐用年数を過ぎたパソコン等機器の更
新

職員研修事業
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市 民 憲 章 

 

 

わたしたち笠間市民のねがい ―笠間市民憲章― 

笠間市は、豊かな自然に恵まれ、先人たちが育んできた歴史や文化の薫るまちです。  

わたしたちは、このふるさとを愛し、市民相互の交流につとめ、「住みよいまち 訪れて

よいまち 笠間」をめざします。 

自然を愛し、美しくゆめのあるまちにしよう 

健康で働き、元気でいきがいのあるまちにしよう 

歴史と文化を大切にし、豊かでうるおいのあるまちにしよう 

思いやりの心を育て、明るいほほえみのあるまちにしよう 

きまりを守り、安心でやすらぎのあるまちにしよう 

 
 
 
 
 

笠間市の花・木・鳥 
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笠間市総合計画 

３ヶ年実施計画 
（平成２４年度～平成２６年度） 
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